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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

 

回次
第90期
第２四半期
累計期間

第90期
第２四半期
会計期間

第89期

会計期間

自　平成20年
　　　４月１日
至　平成20年
　　　９月30日

自　平成20年
　　　７月1日
至　平成20年
　　　９月30日

自　平成19年
　　　４月１日
至　平成20年
　　　３月31日

売上高 (千円) 2,560,4351,307,846 8,227,959

経常損失 (千円) 402,524 300,520 1,018,258

四半期（当期）純損失 (千円) 532,781 338,480 5,583,067

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) 58,086 26,208 216,702

資本金 (千円) ― 5,000,000 10,000,000

発行済株式総数 (千株) ― 1,020,698,6821,020,698,682

純資産額 (千円) ― 5,684,196 6,217,140

総資産額 (千円) ― 6,918,149 7,627,307

１株当たり純資産額 (円) ― 5.65 6.18

１株当たり四半期
(当期)純損失

(円) 0.53 0.34 5.51

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―                 

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 82.2 81.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 18,962 ― △829,662

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 428,075 ― △393,970

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △51,156 ― △362,725

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,307,716 911,835

従業員数 (名) ― 164 165

(注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等の推移については記載しており

ません。

　　２　売上高には、消費税及び地方消費税(以下「消費税等」という)は含まれておりません。
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３　従業員数は、就業人員数を表示しております。なお、当四半期会計期間末及び前事業年度末従業員数に
は、出向受入者３名が含まれております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、１株当たり四半期（当期）純損失で
あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 164 (8)

(注)　１　従業員数は、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
２　当四半期会計期間末従業員数には、出向受入者３名が含まれており、(　)は嘱託人数を外数で表示してお
ります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

 

事業部門 生産高(千円)

ニッケル事業
　ニッケル地金 506,121

　ニッケル塩類 49,636

ニッケル事業計 555,757

 （注） １　金額は製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 仕入実績

当第２四半期会計期間における仕入実績は、次のとおりであります。

 

事業部門 仕入高(千円)

ニッケル事業
ニッケル地金 586,364

ニッケル塩類 78,373

ニッケル事業計 664,737

不動産事業 113,604

(注) １　金額は、仕入価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3) 受注状況
当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

 

(4) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。

 

事業部門 販売高(千円)

ニッケル事業 774,363

不動産事業 113,548

教育事業 419,934

環境事業 ―

特別事業 ―

合計 1,307,846

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績に対する割合

 

相手先
当第２四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

ニッケル事業

旭日産業㈱ 236,859 30.6

双日㈱ 148,642 19.2

早川商事㈱ 88,593 11.4
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。 

(１) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間（平成20年７月1日～平成20年９月30日）における我が国経済は、サブプライム

ローン問題に端を発した金融不安により景気の減速懸念が強まってまいりました。

このような環境の下、当第２四半期会計期間の売上高につきましては、ニッケル事業では、第1四半期に続

きＬＭＥ価格が大幅に下落し、販売価格が低下したことにより、売上高は７憶74百万円となりました。

不動産事業では、サブプライムローン問題、金融の停滞等による影響から土地価格等の下落による市況の

悪化により、仕掛り案件を見送った結果、売上高は1億14百万円となりました。

教育事業では、生徒数の確保と夏期講習会生徒数の増加に努めた結果、売上高は４億20百万円となりまし

た。

これらにより、当第２四半期会計期間の業績は、売上高13億８百万円、営業損失51百万円、経常損失３億１

百万円、四半期純損失３億38百万円となりました。

（２）財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の資産につきましては、流動資産は前事業年度末に比べ５億76百万円減少し、37

億19百万円となりました。これは主に売上債権の減少等によるものであります。

固定資産は前事業年度末に比べ1億33百万円減少し、31億99百万円となりました。これは主に投資有価証券評

価損の計上によるものであります。負債につきましては、流動負債は前事業年度末に比べ75百万円減少し、3

億65百万円となりました。これは主に未払金が減少したことによるものであります。固定負債は、前事業年度

末に比べ１億1百万円減少し、８億69百万円となりました。これは主に長期借入金の１年内返済予定長期借入

金への振替計上によるものであります。純資産につきましては、５憶33百万円の減少となりました。これは四

半期純損失５憶33百万円を計上したことによるものであります。

(３) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物の期末残高は、第１四半期会計期間末に比べ５億91百

万円増加し13億８百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、１億74百万円の現金及び現金同等物の増加となりました。

これは、税引前四半期純損失３憶35百万円と売上債権の減少１億13百万円、預け金の減少１億51百万円、

有価証券の減少１億22百万円、棚卸資産の減少63百万円等によるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、４億18百万円の現金及び現金同等物の増加となりました。

その主な内訳は、短期貸付金４億円の回収等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、１百万円の現金及び現金同等物の減少となりました。
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その主な内訳は、配当金の支払いによるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

（５）研究開発活動

当第２四半期会計期間における研究開発活動の金額は、4,371千円であります。

 

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　　　当第２四半期会計会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,800,000,000

計 1,800,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,020,698,6821,020,698,682

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない
当社における標準となる
株式

計 1,020,698,6821,020,698,682― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 1,020,698,682― 5,000,000 ― ―
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現
在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社東理ホールディングス 東京都中央区八重洲２－８－５ 113,571 11.12

福　村　康　廣 東京都世田谷区 50,000 4.89

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４G）

東京都中央区晴海一丁目８番１１号 24,122 2.36

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１－２－10 23,341 2.28

品　田　守　敏 神奈川県横浜市中区 20,000 1.95

株式会社エデュケーション
コンサルタント

東京都中央区京橋３―６―１ 7,773 0.76

安本　友信 大阪市天王寺区小橋町 5,042 0.49

西　川　廣　志 兵庫県小野市本町 5,000 0.48

株式会社　SBI証券自己融資口 東京都港区六本木一丁目６番１号 4,748 0.46

指定単受託者中央三井アセット
信託銀行株式会社１口

東京都港区芝三丁目２３番１号 3,676 0.36

計 ― 257,274 25.21

(注)　上記のほか当社所有の自己株式14,724千株(1.44％)があります。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

14,724,000
 

―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式
1,005,125,000

1,005,125 同上

単元未満株式 849,682 ― 同上

発行済株式総数 1,020,698,682― ―

総株主の議決権 ― 1,005,125 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が268,000株(議決権268

個)含まれております。
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２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式125株が含まれております。

 

 

 

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エス・サイエン
ス

東京都千代田区丸の内
三丁目１番１号

14,724,000 ― 14,724,0001.44

計 ― 14,724,000  14,724,0001.44

 

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
　４月

 
　５月

 
　６月

 
　７月

 
　８月

 
　９月

最高(円) 12 12 12 11 10 8

最低(円) 10 10 10 8 6 6

（注）株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び当第２四半期累

計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様式及び

作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第

６条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期財務諸表規則を早期に適用しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成20年７　月

1日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成20年４月1日から平成20年９月30　日

まで)に係る四半期財務諸表について、ＫＤＡ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条

第２項により、当社では、子会社の資産、売上等からみて、当企業集団の財政状態及び経営成績に関す

る合理的判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりませ

ん。　　

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

 

①資産基準　　　　　0.42%

②売上高基準　　　　―

③利益基準　　　　　0.24%

④利益剰余金基準　　0.52%

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。また、売上高基準及び利益基準は第２四半

期累計期間の数値によっております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,307,716 911,835

受取手形 78,539 157,787

売掛金 316,678 484,006

営業未収入金 40,864 61,417

有価証券 410,789 330,814

販売用不動産 1,044,752 919,438

製品 182,526 262,161

原材料 33,151 87,701

前渡金 88,014 88,014

前払費用 55,997 51,837

未収入金 36,447 69,015

関係会社短期貸付金 40,865 440,865

預け金 117,429 416,188

その他 8,492 18,458

貸倒引当金 △42,875 △4,310

流動資産合計 3,719,389 4,295,232

固定資産

有形固定資産

建物 685,542 689,066

減価償却累計額 △319,694 △310,670

建物（純額） 365,847 378,396

構築物 29,778 29,778

減価償却累計額 △25,782 △25,553

構築物（純額） 3,996 4,224

機械及び装置 188,502 188,502

減価償却累計額 △181,172 △180,163

機械及び装置（純額） 7,330 8,339

車両運搬具 14,829 14,829

減価償却累計額 △13,124 △12,749

車両運搬具（純額） 1,704 2,079

工具、器具及び備品 189,088 185,905

減価償却累計額 △168,553 △164,723

工具、器具及び備品（純額） 20,535 21,182

有形固定資産合計 399,414 414,222

無形固定資産

のれん 2,437 4,875

借地権 19,591 19,728

ソフトウエア 7,029 9,200
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

電話加入権 14,732 16,993

無形固定資産合計 43,791 50,796

投資その他の資産

投資有価証券 82,806 161,653

関係会社株式 2,311,544 2,311,544

出資金 1,400 15,400

会員権 28,176 78,976

長期貸付金 7,240 7,750

長期前払費用 3,891 6,680

敷金及び保証金 249,046 259,946

その他 79,914 84,459

貸倒引当金 △8,466 △59,356

投資その他の資産合計 2,755,554 2,867,054

固定資産合計 3,198,760 3,332,074

資産合計 6,918,149 7,627,307

負債の部

流動負債

買掛金 15,203 29,373

1年内返済予定の長期借入金 100,000 50,000

未払金 61,367 134,118

未払法人税等 22,967 41,791

前受金 4,960 24,493

賞与引当金 4,117 5,019

未払費用 76,592 88,370

預り金 11,859 15,745

未払消費税等 15,789 －

訴訟損失引当金 50,593 50,593

その他 1,059 173

流動負債合計 364,511 439,679

固定負債

長期借入金 696,000 796,000

退職給付引当金 46,709 45,181

役員退職慰労引当金 47,420 49,990

再評価に係る繰延税金負債 12 15

その他 79,300 79,300

固定負債合計 869,441 970,487

負債合計 1,233,953 1,410,166
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,000,000 10,000,000

資本剰余金 1,560,361 1,600,440

利益剰余金 △532,781 △5,040,073

自己株式 △331,787 △331,749

株主資本合計 5,695,791 6,228,617

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,595 △11,476

評価・換算差額等合計 △11,595 △11,476

純資産合計 5,684,196 6,217,140

負債純資産合計 6,918,149 7,627,307
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 2,560,435

売上原価 2,444,232

売上総利益 116,202

販売費及び一般管理費 ※
 335,631

営業損失（△） △219,429

営業外収益

受取利息及び配当金 10,521

受取賃貸料 5,878

その他 3,814

営業外収益合計 20,213

営業外費用

有価証券評価損 191,553

売上割引 5,928

その他 5,826

営業外費用合計 203,308

経常損失（△） △402,524

特別利益

過年度損益修正益 3,270

役員退職慰労引当金戻入額 5,740

その他 4,450

特別利益合計 13,460

特別損失

過年度損益修正損 2,454

減損損失 5,978

貸倒引当金繰入額 37,215

投資有価証券評価損 78,724

その他 12,848

特別損失合計 137,221

税引前四半期純損失（△） △526,285

法人税、住民税及び事業税 6,496

法人税等合計 6,496

四半期純損失（△） △532,781
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 1,307,846

売上原価 1,197,167

売上総利益 110,678

販売費及び一般管理費 ※
 162,060

営業損失（△） △51,382

営業外収益

受取利息及び配当金 1,384

その他 2,559

営業外収益合計 3,943

営業外費用

有価証券評価損 247,167

売上割引 2,757

その他 3,156

営業外費用合計 253,081

経常損失（△） △300,520

特別利益

過年度損益修正益 3,270

役員退職慰労引当金戻入額 5,740

その他 4,450

特別利益合計 13,460

特別損失

過年度損益修正損 2,454

減損損失 5,978

貸倒引当金繰入額 39,565

その他 181

特別損失合計 48,179

税引前四半期純損失（△） △335,240

法人税、住民税及び事業税 3,240

法人税等合計 3,240

四半期純損失（△） △338,480
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
   至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △526,285

減価償却費 24,602

減損損失 5,978

投資有価証券評価損益（△は益） 78,724

受取利息及び受取配当金 △10,521

賞与引当金の増減額（△は減少） △902

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,528

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,570

貸倒引当金の増減額（△は減少） 32,775

売上債権の増減額（△は増加） 267,129

仕入債務の増減額（△は減少） △14,170

たな卸資産の増減額（△は増加） 8,655

売買目的有価証券の純増（△）減 △79,975

前払費用の増減額（△は増加） △4,159

未収入金の増減額（△は増加） 33,192

預け金の増減額（△は増加） 298,759

未払金の増減額（△は減少） △71,632

未払費用の増減額（△は減少） △11,777

預り金の増減額（△は減少） △3,886

前受金の増減額（△は減少） △19,533

未払消費税等の増減額（△は減少） 15,789

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

△11,523

その他 7,266

小計 17,466

利息及び配当金の受取額 15,291

法人税等の支払額 △13,796

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,962

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,622

無形固定資産の取得による支出 △2,500

短期貸付金の回収による収入 400,000

長期貸付金の回収による収入 1,580

敷金及び保証金の回収による収入 11,300

出資金の回収による収入 11,777

その他 9,540

投資活動によるキャッシュ・フロー 428,075

EDINET提出書類

株式会社エス・サイエンス(E01300)

四半期報告書

18/29



（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
   至 平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △50,000

配当金の支払額 △1,118

その他 △38

財務活動によるキャッシュ・フロー △51,156

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 395,880

現金及び現金同等物の期首残高 911,835

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,307,716
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期会計期間(自　平成20年７日１日　至　平成20年９月30日)

該当事項はありません。

 

 

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

 

１.　リース取引に関する会計基準等の適用

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る会計処理によっておりましたが、

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成

19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成

６年１月18日）（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以後

開始する事業年度に係る四半期財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期会計期

間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファ

イナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法を採用しております。なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　これによる営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失への影響はありません。　　

 

 

 

２　売買目的有価証券の評価損益の処理の変更

前事業年度まで売買目的有価証券として保有し、有価証券の売買を主たる事業として評価損益を売上高および

売上原価に計上しておりましたが、当事業年度より主たる事業ではなくなりましたので、引き続き売買目的有価

証券としての運用は継続いたしますが、第１四半期会計期間から当該評価損益につきましては営業外損益に計上

することといたしました。この結果、従来の会計処理に比べ当第２四半期累計期間の売上総利益及び営業利益が

それぞれ191,553千円増加し、営業外費用が同額増加しております。および、当第２四半期会計期間の売上総利益

及び営業利益がそれぞれ247,167千円増加し、営業外費用が同額増加しております。

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社エス・サイエンス(E01300)

四半期報告書

20/29



【簡便な会計処理】

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

１　棚卸資産の評価方法

　　　　当第２四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前会計年度末の実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算定する方法によっております。

　　　　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積も

り、簿価切下げを行う方法によっております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

 

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方

法によっております。

 

 

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

 

当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　　至　平成20年９月30日）

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　給与手当等　　　　　　　　　　102,972千円

　　減価償却費　　　　　　　　　　 13,515

    賞与引当金繰入額                3,010

    退職給付引当金繰入額　　　　　  1,528

   役員退職慰労引当金繰入額　　　  3,170

 

 

 

 

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

　　給与手当等　　　　　　　　　　51,838千円

　　減価償却費　　　　　　　　　　 7,163

    賞与引当金繰入額                 431

    退職給付引当金繰入額　　　　　   683

   役員退職慰労引当金繰入額　　   1,486

 

 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,307,716千円

現金及び現金同等物 1,307,716千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 1,020,698,682

 

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 14,724,125

 

 

３　新株予約権等に関する事項

      該当事項はありません。

 

 

４　配当に関する事項

      該当事項はありません。

 

 

５　株主資本の著しい変動に関する事項

平成20年４月30日付けで資本金を5,000,000千円減資して、同額をその他資本剰余金に振り替えておりま

す。また、平成20年６月28日付けでその他資本剰余金5,040,073千円と利益準備金52,000千円とで繰越利益

剰余金を欠損填補しております。この結果、当第２四半期累計期間において資本金が5,000,000千円、その他

資本剰余金が40,079千円及び利益準備金が52,000千円それぞれ減少し、当第２四半期会計期間末において

資本金が5,000,000千円、その他資本剰余金が1,560,361千円となっております。

 

(有価証券関係)

当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

 

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。
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(持分法損益等)

第２四半期累計期間

 当第２四半期累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年９月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 2,291,544

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 2,598,414

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 58,086

 

第２四半期会計期間

 当第２四半期会計期間

（自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 2,291,544

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 2,598,414

持分法を適用した場合の投資利益の金額（千円） 26,208

 

 

(企業結合等関係)

当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エス・サイエンス(E01300)

四半期報告書

24/29



(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

  

１株当たり純資産額 5.65円

  

１株当たり純資産額 6.18円

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目

 

当第２四半期会計期間末

（平成20年９月30日）

前事業年度末

（平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 5,684,196 6,217,140

普通株式に係る純資産額（千円） 5,684,196 6,217,140

差額の主な内訳（千円） ― ―

普通株式の発行済株式数（千株） 1,020,698 1,020,698

普通株式の自己株式数（千株） 14,724 14,716

１株当たり純資産額の算定に用い

られた普通株式の数（千株）

1,005,974 1,005,982

 

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期累計期間

 

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失 0.53円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)１.　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載をしておりません。

　２.　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

項目
当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 532,781

普通株式に係る四半期純損失(千円) 532,781

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,005,979
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第２四半期会計期間

 

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純損失 0.34円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

(注)１.　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載をしておりません。

　２.　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

 

 

項目
当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 338,480

普通株式に係る四半期純損失(千円) 338,480

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,005,977

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成20年11月13日

株式会社エス・サイエンス

取締役会　御中

ＫＤＡ監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　佐佐木　敬昌

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　菊原　栄三

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社エス・サイエンスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第90期事業年度の

第２四半期会計期間（平成20年７月1日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平

成20年４月1日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四

半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有

する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査

に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エス・サイエンスの平成20

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の

経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

追記情報

四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社は売買目的有

価証券について、従来評価損益を売上高及び売上原価に計上していたが、当第1四半期会計期間より

主たる本業ではなくなったため、評価損益について営業外損益に計上するようにした旨の記載があ

る。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以　上
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(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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